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letter from

garden 1

garden 2

herb garden

-ヨモギ
-レモンバーム
-ヴァレリアン
-ヤロウ
-マシュマロ
-フィーバーヒュー
-ジャーマンカモミール
-ローマンカモミール
-ダイヤーズカモミール
-マンステッドラベンダー
-レモンミント
-マグワート
-セージ

-タマネギ（シュトゥットガルト）
-オーツ麦
-ソバ
-マメ（アーリー・ワーウィック）
-マメ（ケネリー・イェロー）
-アスパラガズ
-カボチャ（スモールシュガー）
-麦

-ニンジン
-レタス
-ビブレタス
-ビーツ
-ホウレンソウ（ノーフォーク）
-ケール (4種)
-エスカロール
-エンダイブ
-ダイコン (2種)
-ハクサイ (2種)
-マスタードグリーン
-タマネギ（黄）
-芽キャベツ
-タマネギ（赤）

-ブロッコリ
-キャベツ
-チャード
-ルッコラ
-チンゲンサイ
-ミズナ
-パクチー
-赤シソ
-ダイズ
-キュウリ
-バターナッツスクワッシュ
-オーストラリアバタースクワッシュ
-マメ（ペインテッド・ポニー）
-トマト（イタリアン・エアルーム）

-トマト（ローマン）
-トマト（イエロー）
-トマト（イエローチェリー）
-トマト（バークレイ・タイダイ）
-マメ（ロッソ・デ・ルカ）
-ペッパー（カリフォルニアワンダー）
-ペッパー（アーミッシュスタッフィング）
-ペッパー（イセ・伊勢？）
-ペッパー（イエロースィート）
-ハニーデューメロン
-ナス（シモダ・下田？）
-ムングマメ

こんにちは！
はじめましての方、はじめまして。
去年NYから移住して、お庭でオーガニックの野菜、くだもの、ハーブ
などを無農薬・無肥料で育てています。2022年は初めて1年丸ごと
お庭を楽しめた年になりました。 
そろそろ夏の野菜が終わりそうになり、今年育てたものを思い返し
て記録することにしました。
今年は3月の頭に雪解け、長くて寒い春のあと、7月には１週間41度
という熱波もありました。
育ちきらなかった野菜もありましたが、収穫できたものに感謝してい
ます。

あなたの2022年はいかがでしたか？
お庭、食べもの、暮らしについて、おしゃべりできればうれしいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワイナー祐子

去年より拡張しました。142㎡

前住者がここで木材や落ち葉を
燃やしていたようで、灰や木炭が
多い。92㎡

多年草のハーブガーデン。
みみずが多い！いい土。  

このエリアについて
ワシントン州西北の小さな町。
北海道より北で冬は寒い（-19度）が夏は暑い（45度）
乾燥していて、夏は晴れが続くため山火事危険エリア。



newly planted trees

for 2023!

Home Food Preservation

-リンゴ（ハニー・クリスプ）
-リンゴ（ウォルフ・リバー）
-20世紀ナシ
-幸水ナシ
-ラズベリー
-ブルーベリー x3
-マルベリー(ウンリュウという日本の種類？)
-レッドカラント
-ライラック
-ゴールデンカラント x2
-ゴールデンウィロー（柳） x2

tree baby (growing from seed)

-ワイルド・バージニア・チョークチェリー
-ホワイト・マルベリー
-カキ（ワイルド・アメリカン）
-クコ
-アプリコット

2023年に植える予定のものたち
-マウンテン・アッシュ
-サンザシ
-モモ
-ブルー・エルダーベリー
-ハスカップ
-多年草のタマネギ！
-ルバーブ
-ロマトマト
-ニンニク ....

-カモミールティー
-ドライハーブいろいろ
-チェリージャム
-ケチャップ
-サンドライドトマト
-ディルピクルス
-トマトソース
-トマトジャム

failures. . .

-アズキ（実がならず）
-セロリ（大きくならず）
-ゴボウ（大きくならず）
-青シソ（発芽せず）
-オクラ（発芽せず）
-コーン（受粉失敗）
-ゴーヤ（発芽せず）
-その他たくさんのハーブたち！

cover crops

garden@yukoweiner.com
写真やお庭の様子はこちらから:

www.yukoweiner.com/yukos-garden

say hi!

yuko weiner
www.yukoweiner.com

-オーツ麦
-ソバ
-チコリ
-クローバー
-ファバビーン
-マメ

冬の間も充分な食べ物をつくり保存することが、
ここでのひとつの目標です。保存食つくりは難しく、
おもしろい。いつかキムチに挑戦したい！
今年作ったものたち。

カバークロップは収穫そのものより、土に栄養をもどすことを
目的に植えるもの。
でも食べられるものもあったりして、自然にやさしくておもしろ
い方法だなと思っています。

種から木を育てるのは難しいし、何より時間がかかる！
発芽まで2年なんてものも。
でも成功すればとてもうれしいです。
室内で冬越しがうまくいけば、2023年の春に地植えの予定
の苗たち。 

どんなに綿密な計画を立てても、失敗はつきもの。
ひとつも発芽しないこともよくあります。
早すぎた、寒すぎた、暑すぎた、水が多すぎ・少なすぎ
た…
だんだん失敗にも慣れます。
今年失敗したもののうちの一部です。

もう2023年に植える種や苗を注文してしまいました。
新しい夏野菜を試すのも楽しみです。
保存食ももっとつくってみたい。
1年に１回しか試せないと思うと、なんだかこわいけれ
ど、同時にわくわくします。
気候もどんどん変化しているし、完全に理解できること
なんて不可能だと思うけれど、それでもいい。
やらないまま後悔するよりやって失敗する方がいい。

聞いてみたいことがある方、おしゃべりしたい方、
文通したい方、いつでも声かけてくださいね。
いつかお庭にも遊びにきてください！

今年植えた苗木たち。
果物が採れるのは数年後？ 


